




Focusing-oriented approach seen from the viewpoint of “sensing something there”
Yasushi KUBA1）
【要約】
















なければならない」（Korchin, 1976/1980，邦訳 p. 388）。セラピーが言葉を中心とするもの
でありながら，単に何かについて話すだけでなく何かを体験する場でありうるのはなぜだろ
うか。
　E. T. Gendlin のフォーカシング（focusing）の理論（Gendlin, 1964/1999 ; Gendlin, 1981/ 
1982）はこの疑問への一つの答えとなりうるものである。Gendlin（1996/1998-1999）はフォ
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という実感的な体験にあると主張する。また，そこにあ


















































































































































「身体」とは皮膚の覆いの内側にあるものだけではない。（Gendlin, 1997, p. 26）
　Gendlin はセルフヘルプのためのフォーカシングが哲学的背景を理解せずともおこなえる






ない形でフォーカシングを記述する動きもあるが（たとえば Mountford, 2011/2011 ; Cornell, 
2013/2014），身体の内側に注意を向けるのとは異なる形でフォーカシングを定式化する試み
はまだほとんどなされていない。
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の
sense に触れ，その sense に耳を傾けそれと対話するからである。
Ⅴ　セラピーにおいて「そこにある何か」の実感に触れること
　以上の議論を踏まえ筆者は，そこにある何か
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」という言葉で表現しようとした感覚がそこにある


















































































































上）の人間による対象への注意の共有は，共同注意（joint attention）と呼ばれる（Scaife & 
Bruner, 1975）。共同注意は言語発達に重要な役割を果たしており（Bruner, 1983/1988 ; 
Baldwin, 1995/1999），またこのような自分，他者，対象という三項からなる関係性は認識









Winnicott から大きな影響を受けている。Winnicott によれば，「精神療法は 2 つの遊ぶこと
の領域，つまり，患者の領域と治療者の領域が重なり合うことで成立する。精神療法は一緒
に遊んでいる 2 人に関係するものである」（Winnicott, 1971/1979，邦訳 p. 53）。
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さな子どもの時の
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，母親と一緒にいながら一人でいるという体験である
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。このように，
一人でいられる能力の基盤には逆説がある。それは他の誰かといながら一人でいるとい
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何かを言いつづけたり，クライアントが
セラピストに向けて
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の具体的で実感的な存在感に触れて新たにそれに
表現を与えようとするというプロセスである。フェルトセンスはこのような，そこにそれが
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